





































































年齢 患児年齢 疾患の種類 移植の種類
無菌室
在室日数 (患
Ａ 30代 1歳 免疫疾患 骨髄移植 64日間 噸,母(別世帯 ＊
Ｂ 30代 2歳 血液疾患 骨髄移植 55日間 夫＊
Ｃ 30代 3歳 血液疾患 臓帯血移植骨髄移植 90日間
夫顛.息子(小学
生3名),義父母





















































































































































































カテゴリー サブカテゴリー コード 母親の言葉
児を思う気
持ちから生
じる精神的
負担
移植が成功した
と実感できるまで
の不安
辛そうな児を見
ることの精神的
負担
児の側から離れ
ることへの不安
移植に対する漠然とした不安
生着するかどうかへの不安
治療の影響で辛い状態の児を
見る辛さ
長期間無菌室から出られない
児を見る辛さ
児を置いて無菌室外に出た時
の不安
同室内でも目の届かないところ
にいる時の不安
･今後どうなるか不安
･移植によって子どもが死ぬかもしれないと思い辛かった
.(生着か確認できるまでは)出ロが見えないっていう感じで不安
･2～3週間が生着の目安って首ってたし2週間で生若しないのはおかしいのかなって不安になった
･抗がん剤の副作用(ロ内痛･下痢)がひどい時どう慰めていいかわからない､代わってあげることもできない
･薬を飲ますのが辛かった｡飲まなあかんけど､泣くしかわいそう
･薬の影響で興奮状態になった時どうしてあげればいいのか分からず不安で辛かった
･子どもが調子悪いと自分も辛い､不安になる
.一日中ずっとあそこ(無菌室)にいる子どもはかわいそう
.外に出れないし子どもの気の紛れる場所がない
.まだ小さいため子どもを無菌室内で－人にしておくのは不安
･子どもが寝ていても一人で部屋を出ている時はいつも気が休まらなかった
･自分がいない間に何か起こるんじゃないかと思って子どもの側からなかなか離れられなかった
･壁が－枚あるだIﾅで不安｡顔が見れればいいな
･子どもが寝とってもﾍﾞｯﾄﾞが離れとるし心配やった
児の世話
により生じ
る負担
児の世括をする
ことによる負担
内服を嫌がる児への内服介助
頻回なオムツ交換や着替え
無菌室内で長期間児と二人きり
でいること
児から求められ側から離れられ
ないこと
児のストレスに対応すること
児の世旙のため生活行動が制限されることによる
負担
･薬をロに入れるまでが戦いやった｡言い合いしとった｡結構体力使ったかな
。飲まないと悪くなるっていう気持ちもすごいあるし､無理やりっぽく入れてしまうこともある
･抗がん剤の副作用(口内病､吐き気)が強いとき内服させるのが大変だった
･下痢がひどい時のおむつ交換や着替えが大変だった
.すっと－対一っていうのはやっぱりしんどい゜自分も疲れてくる
･無菌室に親子でずっといるとトンネルに入ってしまっている感じになってイライラのぶつかり合いになる
･抗がん剤の副作用(口内癌･下痢など)がひどい時､子どもが自分を求めてきて側を離れられなかった
･夜とかはすごい不安がって側におってっていうしずっと側にいた
･下痢でひどい時お腹を触ってくれって言うしずっと触ってた｡痛くないときも側にいてっていうのはあった
.(児の側から離れられず)喪れていなくて疲労がピークに達し､体調を崩した
･側を離れると泣くのでなかなか離れられない
.'家に帰る｣って百って叫んだり､｢点滴待って帰る｣って言って怒ってた
･イライラしとって､ﾍﾞｯﾄﾞの上で怒って｢パンツはか－ん！」って言っておしっこしてあたりちらしてた
.(ストレスで)爪をはがしたりすることに対して､抱っこするか､寝かせるかしかなくて困った
.少し元気になってきたら無菌室の外に遊びに出たがって暴れて大変hそのために胸っこするの牛,大寒
.(児の側から寵れられま)腰る時間がほとんどなかった
.(児の世話のため)まとまった時間がない
.離れると泣くし下痢で汚れた服を洗濯しにいく暇もなかった
･ケアの時間や子どもが寝てからでないと食事や入浴の時間が取れない
.(児が心配で)側から離れられずトイレ･食事･お風呂になかなか行けなかった
無菌室の
規則や理
境により生
じる負担
無菌室の規則や
環境のため生活
行動が制限され
ることによる負担
一般病室と比較しての大変さ
無菌室の出入りの手間
病棟の構造上の不便さ
無菌室内で飲食できないこと
児に添い座できないこと
無菌室の閉鎖的環境による不安
､一般病室で入院するのとは全然違ってたからはじめは特に大変だった
･無菌室の生活は普通の病室よりかなりしんどかつた
･濡菌菫に入る時また手洗いせんなんし(トイレや食事は)、１回ぐらい我慢しようとか思った
･無菌室から出て飲んだり食べたりしないといけないと思うと我掲してしまう
､距離も遠いし､タイミングの問題もあってトイレやお風呂､食事に行きにくい
.ご飯食ぺるっていっても､すぐ部屋に戻れない
･宜旱と駅み物とか嬬図i室内で付き添いは飲めないのがしんどかつた
.飲みたいと思ってもそのひと口ふたロがなかなか摂れない
･朝ご飯抜くようになった｡昼と晩食べるようにしていたら自然に体がなれた
･添い渋譲止は＋どもも辛いし、親も大変
､飛困菫Iま人の出入りが少なく､子どもと二人きりで孤独､隔離されている感じ
･無菌室は(隔離されている感じで)ナースコールしか頼るものがない
他者との
関係から
生じる負担
音響に対する隣室患者への気遣い
医療者に対する遠慮
.+とｂ刀､】処いこいＯこ(1巴忠宅『lニノ瓦琶BHIっ
･音が響くし､気になった｡子どもの声って高いし､注意しても静かにできんし.夜遅くまでテレビつけとったIﾅど､テレビの音は大丈夫なのか･しゃべり声とか怒ってたりするの力《傭坊什やった畠子允輝'十毛文Ｌ1,文１－か星．
･圖亟副Ｃ'ｗｗＶｅ１Ｌしてつ１－画いⅢいつ刀Ⅶ｡\貝ｹﾞﾅにくい
･ナースコールはなかなか押しにくい
